
　
南
丹
市
防
災
会
議
は
、
南
丹
市
地
域

防
災
計
画
の
作
成
・
推
進
、
災
害
に
関

67

地
域
防
災
計
画

す
る
情
報
の
収
集
、
水
防
計
画
の
調
査

審
議
、
災
害
応
急
対
応
に
か
か
わ
る
機

関
の
調
整
な
ど
を
目
的
に
、
市
長
を
会

長
と
し
、
京
都
府
・
消
防
・
警
察
・
そ

公
助

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

　
わ
が
国
の
災
害
対
策
は
、
昭
和
34
年
、
東
海
地
方
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
を
き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
た

「
災
害
対
策
基
本
法
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
内
、
市
役
所
や
消
防
署
な
ど
が

担
う
「
公
助
」
と
し
て
南
丹
市
の
防
災
対
策
を
進
め
る
指
針
と

な
る
の
が
、
「
南
丹
市
地
域
防
災
計
画
」
。
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
、
平
成
19
年
３
月
に
南
丹
市
防
災
会
議
に
諮
っ
て
策

定
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
の
設
置

避
難
情
報
の
発
令

防
災
情
報
の
重
要
性

防
災
行
政
無
線
と
は

の
ほ
か
地
域
公
共
機
関
の
職
員
を
委
員

と
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
地
域
防
災
計
画
は
、
地
域
防

災
に
関
す
る
一
般
計
画
編
と
震
災
対
策

計
画
編
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
災
害

の
予
防
、
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
に
関

す
る
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
南
丹
市

の
防
災
対
策
は
、
こ
の
計
画
に
従
っ
て

進
め
て
い
ま
す
。
計
画
の
内
容
は
、
毎

年
、
市
防
災
会
議
に
諮
り
、
修
正
を
行

い
ま
す
。

　
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
な
ど
の
警
報
が

発
せ
ら
れ
た
と
き
や
大
規
模
な
地
震
ま

た
は
火
災
な
ど
、
重
大
な
災
害
が
予
想

さ
れ
る
と
き
は
、
「
南
丹
市
災
害
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
災
害
に
備
え
る
体

制
を
と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
対
策
本
部
」
の
設
置
に
至

ら
な
い
場
合
で
も
、
注
意
報
な
ど
が
発

令
さ
れ
、
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
き
は
、
「
警
戒
本
部
」
を
設
置
し

て
、
情
報
収
集
や
状
況
の
監
視
、
警
戒

を
行
い
ま
す
。

南丹市災害対策本部組織系統図
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▲平成20年に改定した「南丹市地域防災計画」

▲市役所の防災司令室

▲各家庭に配備する受信機（デジタル型）

　
市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
に
は
、

「
避
難
準
備
情
報
」
「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

 

「
避
難
準
備
情
報
」
と
は
、
災
害
の
危

険
が
予
想
さ
れ
る
段
階
で
、
非
常
持
ち

出
し
品
の
用
意
や
家
族
へ
の
連
絡
な

ど
、
避
難
準
備
を
呼
び
か
け
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
人
な
ど
に
、
災
害
の
危
険
が
高
ま
る

前
に
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

 

「
避
難
勧
告
」
と
は
、
人
的
被
害
の
発

生
す
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た

状
況
に
な
り
、
住
民
に
避
難
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
す
。
避
難
勧
告
が
出
た
ら
、

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

 

「
避
難
指
示
」
と
は
、
人
的
被
害
の
発

生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
と
判
断

さ
れ
た
状
況
や
人
的
被
害
の
発
生
し
た

状
況
で
発
令
す
る
も
の
で
す
。
避
難
指

示
は
避
難
勧
告
よ
り
緊
急
度
が
高
く
、直

ち
に
避
難
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
震
や
台
風
上
陸
な
ど
に
よ
る
災
害

緊急地震速報
　地震が発生し、強い揺れが始まる数秒前にテレビやラジオでお知らせする気象
庁の「緊急地震速報」。震源に近いところでは、間に合わないこともあります
が、可能な限りすばやく知らせることで、少しでも被害を少なくするための情報
です。
「緊急地震速報」を見聞きしたら…
【周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保する】
　あわてて屋外へ飛び出さず、頭を保護し、机などの下に隠れてください。自動
車運転中は、急ブレーキをかけず、ハザードランプを点灯し、ゆっくり停止をし
てください。

土砂災害
　土砂災害の多くは長雨や大雨が原因で起こり
ます。１時間に20㎜以上、または降り始めから
100㎜以上の降水量になったら注意しましょう。

▲山の渓流から水と
ともに大量の土や岩
が流れ落ちる

▲広い範囲で山の地
面が、山のふもとに
向かってすべり落ち
る

▲

大雨などでゆる
んだ地盤が、突然
がけ下に崩れ落ち
る

が
発
生
す
る
と
、
避
難
に
関
す
る
判
断

材
料
や
生
活
圏
の
被
害
状
況
と
今
後
の

見
通
し
と
い
っ
た
身
近
で
正
確
な
情
報

が
、
私
た
ち
の
生
死
を
左
右
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
気
象
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
放
送
さ
れ
ま
す
。
身
の
危
険
を
感
じ

た
ら
、
早
め
の
避
難
で
自
分
の
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
地
震
な
ど
で
電
話

や
電
気
な
ど
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
防
災
行
政
無
線
が
有
効
に
活
用
で

き
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
防
災
や
災
害
時

の
通
信
を
確
保
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ

た
専
用
の
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

災
害
が
発
生
し
た
際
に
予
想
さ
れ
る
電

話
線
の
断
線
や
、
携
帯
電
話
の
基
地
局

の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
公
衆
通
信
網
が
遮

断
さ
れ
た
場
合
で
も
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
市
役
所
の
防
災

司
令
室
や
各
支
所
か
ら
全
受
信
機
に
一

括
し
て
送
信
す
る
以
外
に
、
グ
ル
ー
プ

別
に
、
旧
町
や
小
学
校
区
、
行
政
区
の

単
位
ご
と
に
地
域
を
限
定
し
て
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
信
内
容
は
、
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
、
地
震
、
台
風
な
ど
に
関
す
る
情
報

の
ほ
か
、
行
政
事
務
の
お
知
ら
せ
な
ど

に
も
活
用
し
ま
す
。
各
小
学
校
や
行
政

区
に
設
置
し
た
端
末
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
対
し
て
、
地
域
行
事
な
ど
の
連

絡
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

①土石流

③地すべり

②がけ崩れ
くず
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園
部
支
団
団員数 462人

第1分団
第2分団
第3分団
第4分団
第5分団

八
木
支
団
団員数 430人

第1分団
第2分団
第3分団
第4分団
第5分団

日
吉
支
団
団員数 348人

第1分団

第2分団

第3分団

美
山
支
団

団員数 330人

第1分団
第2分団
第3分団
第4分団

第6分団
第5分団

特集・災害からまちを守る

守守

知っておこう

知っておこう


